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夏目漱石と和歌浦

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代

明治・大正・昭和（戦前）時代
夏目漱石と和歌浦

漱石と和歌山講演
明治時代の文

ぶん

豪
ごう

，夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

（1867 〜 1916）は，1911（明治44）年８月，和歌浦に２日間滞
たい

在
ざい

し，和

歌山市で講
こう

演
えん

を行ないました。漱石は，『坊っちゃん』『吾
わが

輩
はい

は猫
ねこ

である』『こころ』などの作品で有名な

小説家ですが，社会の在り方や人間の生き方を真
しん

摯
し

に探
たん

究
きゅう

した思
し

想
そう

家
か

としても知られています。この漱石

の思想が最もよく語られていると評
ひょう

されるのが，和歌山市で行なわれた「現代日本の開
かい

化
か

」という講演で

す。

夏目漱石は東京大学で英文学を専
せん

攻
こう

しました（ちなみに同学年に南
みな

方
かた

熊
くま

楠
ぐす

がいましたが，２人の間には

交流がありませんでした）。卒業後は東京・松山・熊本で英語の教師をし，1900年から２年間，英国留学

をした後，東京大学の講師となります。その後，

教
きょう

職
しょく

を辞
や

め，東京朝日新聞社に入社し，小説家

として多くの作品を新聞に発表しました。

1911年，当時の大阪朝日新聞社が，記者を動

員して関西各地で講演会を催
もよお

しました。漱石も

請
こ

われて参加し，明石・和歌山・堺の三か所で

講演をしました。漱石は明石で講演した後，８

月14日の昼過ぎ，当時の和歌浦にあった望
ぼう

海
かい

楼
ろう

という旅館を訪れます。夕方，旅館の裏手にあっ

たエレベーターに乗り，玉津島神社背後の奠
てん

供
ぐ

山
さん

から和歌浦を一
いち

望
ぼう

し，その後，紀
き

三
み

井
い

寺
でら

に向

かい，高い石段に息を切らしながら夕暮れの和

歌浦湾を眺
なが

めました。翌
よく

日
じつ

は完成したばかりの

新和歌浦遊園地を見学し，東
とう

照
しょう

宮
ぐう

に立ち寄った

後，片
かた

男
お

波
なみ

の砂浜で波と遊び，昼過ぎには和歌

山市の現在の和歌山中央郵便局付近にあった当

時の県議会議事堂（根来寺一
いち

乗
じょう

閣
かく

として現存し

ている）で講演を行いました。漱石の和歌浦体

験は，理性的に生きようとする人間の苦しみを

テーマにした『行
こう

人
じん

』という小説で，詳
しょう

細
さい

に描
えが

かれています。

第4章　近代和歌山の発展

和歌浦にあったエレベーター
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漱石の近代化論
当時は日

にち

露
ろ

戦争に勝利した後で，多くの人々はこれで西洋と同じ「一
いっ

等
とう

国
こく

」になったと思い，今後はもっ

と文
ぶん

明
めい

開化（西洋化，近代化）が進み，強い豊かな国になるだろうと考えていました。漱石が講演した前

日，同じ会場で著
ちょ

名
めい

な教育者による講演会があり，そのような内容が話されていました。しかし漱石は，

こうした一般的な考え方に批
ひ

判
はん

的な話をしたのです。日本は明治維新以来，西洋風に文明化し，“開化”す

ることに努めてきたが，それは外部から無理やり強
し

いられたもので，自ら発展の順序をたどった文明化で

はない。“外
がい

発
はつ

的
てき

”開化であり，やむをえず西洋の“真
ま

似
ね

”をしたもので，“皮
ひ

相
そう

上
うわ

滑
すべ

り”の開化である。

したがってこれからは，多くの問題を抱
かか

えて苦しむことになる，実に困ったことだ‥‥と話したのです。

会場には約1,200人もの聴
ちょう

衆
しゅう

が詰
つ

めかけていましたが，漱石の真
しん

意
い

を聴衆が十分理解したとは言えない

講演でした。しかしその後の日本の社会は，漱石が語った通り，近代化に伴
ともな

う多くの矛
む

盾
じゅん

に直
ちょく

面
めん

すること

になりました。このことから今では，百年前の和歌山講演は，的
まと

を射
い

たすぐれた文明批
ひ

評
ひょう

であると高く評

価されています。

講演終了後は近くの「風
ふう

月
げつ

庵
あん

」で慰
い

労
ろう

会
かい

が催
もよう

されますが，台
たい

風
ふう

接近による暴
ぼう

風
ふう

雨
う

が激しくなり，和歌山

市内の旅館（本町３丁目付近にあった富
ふ

士
じ

屋
や

旅館）に泊
とま

り，不安な一夜を明かします。この体験も『行人』

に興
きょう

味
み

深く記
しる

されています。

ところで漱石は関
かん

西
さい

での講演を依
い

頼
らい

されたとき，ぜひ和歌山を講演先に入れてほしいと返事しました。

なぜ和歌山を希望したのか，理由は不明ですが講演会は漱石の希望に沿うように計画され，当
とう

初
しょ

和歌山は

最終の講演地に予定されていました。漱石自身もこの和歌山で，自らの思
し

索
さく

の結論を思い切って語ろうと

したのでしょう。

和歌山は漱石にとってたいへん重要な場所となったのです。

旧和歌山県議会議事堂（現根来寺一乗閣）


